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令和５年度事業報告 

自 令和５年４月 １日 

至 令和６年３月３１日 

 

                                         

１． 概  況 

本会は、法人会の理念に則り、税関連の公益目的事業をはじめとする諸事業、また地域に寄り添

った社会貢献活動を展開する経営者の団体です。令和５年度は、新型コロナウィルス感染症の５類移

行に伴い、各種説明会・研修会や小学生を対象とした租税教育事業、地域のお祭り参加といった地

域社会貢献活動等も通常通り実施することができました。また、別途積み増した準備金を使用し、従

前ではお呼びすることが難しかった著名な講師の方々による講演会・セミナーを開催することができ、

参加された皆様から好評をいただきました。  

 

税知識の普及、納税意識の高揚を目的とする事業の「新設法人説明会」、「決算期別説明会」、「消

費税インボイス制度説明会」、「法人会指定税務講習会」、「青年部会税務研修会」、「女性部会税務

研修会」、青年部会による小学６年生のクラスに出向いての「租税教育活動」、女性部会による南部ブ

ロック合同開催の「親子でタックスツアー」を開催しました。また、市内全校の小学６年生を対象とする

「第８回税に関する絵はがきコンクール」は、女性部会中心での開催を行い、１，７８９点の応募作品数

となりました。 

税制や税務に関する調査研究・提言として、毎年実施している税制改正提言は、中小企業の租税

負担の軽減、適正公平な課税・税制等を『令和６年度税制改正に関する提言』に反映させ、各市長、

地元選出国会議員への要望陳情活動を、例年通り実施しました。今後も、中小企業支援策にスポット

をあて税制改正提言を実施してまいります。 

地域企業の健全な発展に資する事業は、「初級簿記講座」、「職場のマナー研修会」、「法人会特

別講演会」、「青年部会経営研修会」、「女性部会特別講演会」について、コロナ 5 類移行に伴う通常

通りの開催を行ないました。 

地域社会の健全な発展に貢献する事業として、各支部が実施した「新座市民まつり」、「日本赤十

字社の献血協力」、「黒目川花まつり」、「朝霞市民まつり」、「川と街をきれいにする運動」では多数の

来場者のもと実施しました。また、女性部会が行う通年のエコキャップ・使用済み切手の回収運動は、

医療支援・障害者支援、世界の子供へのワクチン支援の目的に実施しました。 

会員のための福利厚生事業では、万一の場合に備えて、「１社でも多くの会員企業を守りたい」とい

う理念のもと、提携生損保３社と連携を取りつつ取り組んでまいりました。 

結びにあたり、役職員一同、会員の皆様並びに地域社会に従来以上にお役に立ち、貢献できるよ

う、今後も活動してまいりたいと存じます。 

当事業年度の各支部、各委員会、各部会の活動の詳細は次頁以降に記載の通りです。 
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２． ４支部（朝霞・志木・和光・新座） 

４支部では、下記の通り、それぞれ会員ならびに非会員を対象とした交流による地域の発展・活

性化を目的として社会貢献活動を積極的に展開しました。また、地域企業の異業種交流並びに情

報交換等を目的とした賀詞交歓会・親睦研修の開催を諸会議で検討のうえ実施しました。 

 

（１） 朝霞支部   

朝霞支部は事業計画に基づき、地域社会貢献活動の一環として、黒目川花まつりは下記内容

で２回開催しました。 

第１７回黒目川花まつり（令和５年４月１日～２日）では、法人会ブースにおいて法人会の PR 並

びに税の普及活動を行ない、またホットドッグ売上金と募金、合わせて７８，２９３円を「トルコ・シリ

ア地震救援金」として寄付しました。第１８回黒目川花まつり（令和６年３月３０日～３１日）において

も、法人会ブースにおいて法人会の PR 並びに税の普及活動を行ない、またホットドッグ売上金と

募金、合わせて１０４，０５５円を「能登半島地震義援金」として寄付しました。 

朝霞市民まつりでは、青葉台公園に法人会４支部の幟を配置し、鳴子チームへは法人会ステ

ージを提供、踊り子さんへの給水活動を行い、法人会の PR に努めました。 

賀詞交歓会（令和６年２月６日）は、来賓もお招きして盛大に開催し、支部親睦研修旅行（令和

６年２月１８日）は秩父ウィスキー祭りに行き会員間の親睦を深めました。 

（朝霞支部に関連した事業・会議等詳細は、１、１２，１４、１５ページに記載） 

 

（２） 志木支部 

志木支部は事業計画に基づき、地域社会貢献活動の一環として、例年実施する「川と街をき

れいにする運動」（令和５年５月１３日、１０月２２日）に参加しました。 

また、志木市コミュニティ協議会にぎわい創出委員会メンバーとして、さくらフェスタ事業協力

（令和６年 3 月２３日～２４日）への参加も行いました。 

支部親睦研修旅行（令和５年１１月２日）は赤坂迎賓館を見学後、精肉店「千駄木越塚」のレ

ストランでの肉料理を堪能、また、賀詞交歓会（令和６年１月２６日）は、来賓もお招きして盛大に

開催し、会員間の懇親を深めました。 

       （志木支部に関連した事業・会議等詳細は、２、１２、１４、１５ページ に記載） 

 

（３） 和光支部  

和光支部は事業計画に基づき、地域社会貢献活動の一環として、日本赤十字社への献血

協力（令和５年９月５日）を、支部・青年部会・女性部会の会員の協力も仰ぎ実施しました。当日

は、参加総数７５名、うち一般の人数は６０名と、多くの方の協力をいただきました。併せて、税

の啓発用冊子の無料配布や入会案内等を通じ法人会の PR に努めました。 

支部親睦研修旅行（令和５年１１月２３日～２４日）は、静岡方面（大井川鉄道・焼津、久能山）

に行き、また、賀詞交歓会（令和６年２月９日）は、盛大に開催し会員間の親睦を深めました。 

（和光支部に関連した事業・会議等詳細は、 ２、１２、１４、１５ページに記載） 
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（４） 新座支部 

       新座支部は事業計画に基づき、地域社会貢献活動の一環として、友誼団体との連携のもと「新 

座市民まつり」に参加しました。当日は、新座市役所駐車場内の会場にて、支部・青年部会・女性

部会の会員の協力も仰ぎ、ふかし芋をチャリティーとして販売、売上代金の７３，２５１円は新座市

コブシ福祉基金へ寄付しました。 

支部親睦研修旅行（令和５年１１月２８日）は、築地場外市場・アクアパーク品川を見学後、「シ

ンフォニークルーズ」船内レストランにてフレンチ料理を堪能、また、賀詞交歓会（令和６年１月２５

日）は、来賓もお招きして盛大に開催し、会員間の親睦を深めました。 

（新座支部に関連した事業・会議等詳細は、２、１２、１４、１５ページに記載） 

 

３． 総務委員会 

    総務委員会は事業計画に基づき、以下の諸事業を実施しました。 

(１) 第１２回定時総会開催準備並びに議事運営の統括を実施。 

(２) 令和５年度収支予算の執行状況の確認、並びに令和６年度収支予算の取り纏め。 

(３) 令和５年度の経常収益の中で、会費収納は、会員各位のご理解・ご協力により推進をいたしました

が休廃業等の退会があり期初予算を下回りました。会費未納については、事務局による訪問集金

等による依頼活動を粘り強く進めた結果、前年に続き未納会費はなくなりました。 

（総務委員会に関連した事業・会議等詳細は、４、１５ページ に記載） 

 

４． 組織委員会 

組織委員会は事業計画に基づき、「役員による１人１社の新規会員獲得運動」を実施しました。ま

た、会員増強と提携生損保による福利厚生制度推進との相乗効果を図るため、厚生委員会と合同

で「組織・厚生合同委員会」を開催しています。 

(１) 税務署・税理士会・地元金融機関・提携生損保・法人会による五者懇談会を福利厚生連絡協議会

と合同で開催しました。組織拡大活動は年間を通して活動していますが、各支部単位での加入勧

奨推進活動、地元金融機関への加入勧奨、提携生損保との連携を中心に実施しました。 

(２) 新規会員獲得の令和５年度実績は、前期比２社少ない４５社となりました。また、休廃業・移転、営業

不振等のやむを得ない退会があり、３月末会員数は、前期比３５社少ない１，９３２社となりました。 

（組織委員会に関連した事業・会議等詳細は、４、５ページ に記載） 

 

〇会員数移動状況                                      

期間  

支部名 

63.8.31 4.3．31 5.3．31 6.3.31  

会員数 会員数 加入率 会員数 加入率 所管法人数 会員数 加入率 

 

朝霞支部 

社 

1,067 

社 

614 

％ 

26.4 

社 

605 

％ 

25.7 

社 

2,272 

 

588 

％ 

25.9 

志木支部 474 398 28.9 392 27.9 1,337 388 29.0 

和光支部 395 302 24.6 300 24.1 1,212 301 24.8 

新座支部 833 688 23.2 670 22.3 2,898 655 22.6 

合計 2,769 2,002 25.3 1,967 24.6 7,719 1,932 25.0 

                  ↑               ↑                    ↑ 
       （所管法人数 7,907 社） （所管法人 8,012 社）   （内訳:正会員 1,713 社･賛助会員 219 社） 
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５． 研修委員会 

研修委員会は事業計画に基づき、地域企業の健全な発展に資する事業として税務・経営・経理

をはじめ会員・非会員を問わず、ニーズに即した研修事業を実施しました。 

（１）税務当局、税理士会の協力のもと、｢新設法人説明会｣｢決算期別説明会｣｢消費税インボイス制度説

明会」を、隔月で計１８回開催し、出席者は会員並びに非会員あわせて延べ３６０名にのぼりました。 

（２）新型コロナウィルス感染症の５類移行に伴い、初級簿記講座、職場のマナー研修についても対面での

会催を行ない、延べ８２名の参加がありました。 

（３）著名な講師をお招きし時局に合ったテーマを選択して特別講演会を２回実施しました。講師は、元福

岡ソフトバンクホークス監督の工藤公康氏、元衆議院議員の金子恵美氏で、延べ２５３名の出席者を

集め盛大に開催しました。 

（４）令和６年２月より、会員向けサービスとしてインターネットセミナーを開始しました。７００本以上のセミナ

ーがオンデマンド配信されており、全会員が何時でも、何処でも、見たいセミナーを視聴することがで

きます。対面での研修と併用することで、会員が希望する研修テーマのメニューを増やし、会員の研

修機会拡大に繋がることを目的としています。 

（研修委員会に関連した事業・会議等詳細は、４，５、８、９、１３ページ に記載） 

 

６． 税制委員会 

税制委員会は事業計画に基づき、税制改正提言のとりまとめ・提言活動等の諸事業を実施しま 

した。 

（１）税制に関しての意見具申することが税制委員会の重要活動であり、「令和６年度税制改正に関する提

言」へのアンケート調査を全役員向け、全会員向けに発信し、Web 上での回答を依頼した結果、役員

７１件、会員３８６件の回答をいただきました。調査結果は県連を通じて、全法連が取りまとめ提言書を

作成し、当会では各市長・地元選出国会議員に直接持参し要望陳情活動を行ないました。 

（２）令和５年１０月１８日、第４０回法人会全国大会（群馬大会）での税制改正要望式典には会長はじめ５

名が参加しました。 

（３）令和５年１１月２２日、「法人会指定税務講習会」を開催しました。朝霞税務署長が講師となり、「税務行

政の将来像について」というテーマで講演をしていただき、６４名の出席者を集め、好評を博しました。 

   （税制委員会に関連した事業・会議等詳細は、５、１０、１１、１２ページ に記載） 

 

７． 広報委員会 

広報委員会は事業計画に基づき、ホームページ並びに広報紙による税情報の発信を基本に一般

の方にも広く親しんで貰えることを念頭に活動を行いました。また、税を考える週間に合わせ、朝霞駅

構内に法人会ポスターを掲示し、PR に努めました。 

（１） 広報紙「法人ＮＡＶＩ」の発行は、年４回行い、掲載記事は一般市民にも役立ち・楽しめる内容とな

るよう編集に工夫をこらしました。また、当会 QR コードを作成し、広報紙の表紙に掲載しました。読み

取ると、当会ホームページを閲覧出来るようになりました。QRコードは、その他一部の印刷物にも掲載

しております。 
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（２） 当会のホームページについても税制アンケート用バナーを貼り、当会ホームページから回答できるよう

にしました。また、講演会・研修会・各支部で実施した社会貢献活動など、その都度、画像を更新、会

の活動を会員はじめ誰もが身近に感じてもらえたらとの想いで掲載しています。 

   朝霞法人会ホームページのアドレス（http://a-hojinkai.or.jp/） 

（３）屋外の法人会｢看板｣の設置は、朝霞、志木、和光、新座市内に設置させていただいており、本会の

PR 活動の一環として今後も適宜増やしてまいりたいと思います。 

      （広報委員会に関連した事業・会議等詳細は、５、１１ページ に記載） 

  

８． 厚生委員会 

厚生委員会は事業計画に基づき、福利厚生制度加入拡大キャンペーン「Challenge100」を展開し、

「１社でも多くの会員企業を守りたい」の想いに立ち返り、提携生損保と連携して、加入企業と新規契

約数の拡大を図って参りました。令和５年度は、役員加入率は６８．７％に留まり、目標の７０％に及び

ませんでしたが、新契約保険金額は、目標比１３０．３％の実績を収めることができました。契約事務手

数料は、公益目的事業助成金として会費収入と並ぶ重要な運営資金として活用されます。      

〇経営者大型総合保障制度（大同生命保険株式会社） 

役員加入率（７０％以上目標） 青年部会新契約企業（単位：社） 女性部会新契約企業（単位：社） 

対象数 目標 加入率 目標 実績 達成率 目標 実績 達成率 

６７ ４６ ６８．７％ ３ ８ ２６６．７％ ２ ７ ３５０．０％ 

 

新契約保険金額（単位：万円） 新規企業数（単位：社） 紹介による成約件数（単位：社） 

目標 実績 達成率 目標 実績 達成率 目標 実績 達成率 

199,000 259,350 １３０．３％ １３ ８ ６１．５％ ７ １ １４．３％ 

〇ビジネスガード（AIG損害保険株式会社） 

新規企業（単位：社） 取扱企業（単位：社） 請求保険料（単位：円） 

目標 実績 達成率 目標 実績 達成率 実績 前期比 

３０ ２４ ８０．０％ ４０９ ３７１ ９０．７％ 263,085,000 １０９．０％ 

〇がん保険（アフラック生命保険株式会社） 

新契約件数（単位：件） 新規企業数（単位：社） 

目標数 実績 達成率 目標数 実績 達成率 

７１ ７１ １００．０％ １２ ６ ５０．０％ 

 

（１）生活習慣病健康診断ならびに一般定期健康診断の利用は、会員向け特別料金の設定により多くの

申し込みをいただきました。健康面から会員加入のメリットを実現しており、未利用会員は新規の利用

をお願いします。（令和５年度６回実施） 

（厚生委員会に関連した事業・会議等詳細は、５、１５ページ に記載） 
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９．青年部会 

青年部会は事業計画に基づき、青年経営者が中心となり下記の様々な活動を実施しました。 

（１）第３７回全国青年の集い山形大会（令和５年１１月９日～１０日）は８名の部会員で参加しました。 

（２）青年部会経営研修会は、令和６年１月２５日、評論家の三橋貴明氏を招聘、一般を含め多数の参加

者があり、好評を博しました。また、青年部会税務研修会は、令和６年２月２日、講師として公認会計

士・税理士光實圭一氏による研修を実施しました。 

（３）次代を担う児童・生徒に税の意義や役割を正しく理解してもらい、税に対する理解が国民各層に広が

っていくことを目的として、学校に出向いての租税教室を令和５年７月１４日、新座市立新開小学校で

行いました。また朝霞税務署主催の租税教室講師説明会に参加しました。 

（４）税知識醸成を目的とした租税教育用下敷きを朝霞税務署管内の小学校６年生全員に配布しました。 

（青年部会に関連した事業・会議等詳細は、５、６、１０、１１、１３ページ に記載） 

 

１０．女性部会 

女性部会は事業計画に基づき、女性経営者が中心となり下記の様々な活動を実施しました。 

（１） 女性部会税務研修会は、計画に基づき年 2 回、令和５年６月８日と令和６年２月２２日に開催しました。 

（２）第１７回全国女性フォーラム愛媛大会（令和５年４月１３日）には３名参加しました。 

（３）女性部会租税教室（親子でタックスツアー）（令和５年８月２日）を開催しました。４法人会（朝霞・浦和・

大宮・上尾）女性部会が一同に会して、小学生と親を対象に税務署担当官が講師となり、税の大切さ

を感じてもらうことを目的に実施しました。今回は大宮法人会朝霞が担当し、会場は大宮ソニックシテ

ィにて税金クイズ、日本フィル弦楽四重奏団と東部方面自衛隊音楽学校の演奏会を行ない好評を博

しました。 

（４） 第８回税に関する絵はがきコンクールを実施。管内の小学校 44 校の６年生を対象として、「税の大切

さ」、「税の果たす役割」について学び、その知識や感想を絵はがきにすることで、税に対する理解を

より深めてもらうことを目的に夏休み前の６月に募集を開始、過去最多の 2,285 点の応募があり令和４

年１１月１６日に優秀作品の表彰式を納税表彰式の式典の場で実施いたしました。 

(５) 通年で女性部会としてエコキャップ回収推進運動を行い、活動した結果、エコキャップの受領個数 

７２，２４０個（１６８㎏）累計個数６５６，７８２個をエコキャップ推進協会へ贈呈、エコキャップは、前年比、

倍の回収実績となりました。なお、使用済切手の回収は認定NPO法人、世界の子供にワクチンを日本

委員会に切手重量１，１３０ｇ、概算額１，１３０円を贈呈しました。 

（女性部会に関連した事業・会議等詳細は、６、７、８、１１、１３、１４ページに記載） 
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